
第16回

東北大学感染症共生システムデザイン学際研究重点拠点

SDGS-IDセミナー

2022年8月 26日（金）12:00-13:00
【Zoom】参加無料【言語】日本語

東北大学感染症共生システムデザイン学際研究重点拠点（SDGS-ID）
■拠点Web：http://www.sdgs-id.med.tohoku.ac.jp
■お問合せ：sdgs-id@med.tohoku.ac.jp

登録締切８月25日（木）15:00迄参加登録

12:00-12:05 オープニング

12:05-12:15 講演１ 東出直樹
「COVID-19と細胞性免疫」

12:15-12:25   講演２ 小野理恵
「和・洋コラボのパンデミック治療
〜COVID-19軽症者等療養施設での臨床から〜」

12:25-12:35 講演３ 松崎芙実子
「COVID-19による生活の変化と健康面への影響」

12:35-12:55   質疑・総合討議

12:55-13:00 ラップアップ

社会にインパクトある研究_C3感染症超克 共催

東北大学 社会にインパクトある研究 -C3感染症超克
http://impact.bureau.tohoku.ac.jp/contents/c3_infectious_disease.html-

- 感染症と共生しうるレジリエントな社会の創造を目指して -

特別セッション：若手研究者発表 Vol.1

小野理恵（東北大学病院 総合地域医療教育支援部・
漢方内科/麻酔科・医員／ 医学系研究科 博士課程１年）

発表者

https://forms.gle/h2hvmoJJV7k3oVqr8

東北大学では「コロナと共に生きる時代の世界と人間のありよう」を模索する様々な研究が
行われています。今回のセミナーでは医学の分野で活躍する若手研究者3名にCOVID-19の
診断、治療、そしてコロナ禍における健康に関する研究についてそれぞれご紹介いただきます。

松崎芙実子（東北メディカル・メガバンク機構
予防医学・疫学部門・助手）

Program

東北大学病院総合診療科・漢方内科は宮城県COVID-19軽
症者等療養施設での診療活動において多くの漢方薬を使用
してきた。その使用に至る経緯と、臨床において有用と考
えられた嗅覚障害に関する研究結果について発表する。

COVID-19の流行による生活の変化が人々の健康にどの
ような影響を与えるのか、Webアンケート調査結果
（2021年4月30日～5月10日実施）に基づく研究内容と
研究結果について発表する。

なぜ日本や東アジア地域ではCOVID-19による死亡率が
低いのか。その理由の一つとしてT細胞による細胞性免疫
が関与する可能性が指摘されており、我々の研究内容と
ともに、これまである報告について紹介する。

東出直樹（医学系研究科 呼吸器内科・助教）

http://www.sdgs-id.med.tohoku.ac.jp/
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